
持続可能な開発目標（SDGs）の
達成に向けた愛媛銀行の取組み

21世紀金融行動原則
第1回環境不動産WG

愛媛銀行は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



プロフィール
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三宅 和彦（愛媛銀行 執行役員企画広報部長）

広島県生まれ 愛媛県松山市育ち

博士（農業経営学）
通商産業省（現経済産業省）入省後、愛媛大学
産学連携部門 地域共同研究センターを経て、
平成20年 愛媛銀行入行。ビジネスマッチング部門長、
営業店長、広告・マーケティング部門長を経て、平成
28年より現職。



基本的な考え方

愛媛銀行の基本的なスタンス

地方創生活動の方針

「ふるさと銀行」
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▲国連提唱のSDGｓロゴ

地域金融機関の責務として、ふるさとの発展に貢献する

金融サービスやすべてのステークホルダーとの対話・連携を通じて、
地域の共通価値創造、社会的課題の解決を目指す

「愛媛銀行SDGｓ宣言」



愛媛銀行SDGs宣言
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経営理念

社会貢献 本業

愛媛銀行CSR宣言 愛媛銀行SDGs宣言

■愛媛銀行SDGs宣言

国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に基づき、金融サービスやすべての
ステークホルダーとの対話・連携を通じて、地域の共通価値創造、社会的課題の解決
を目指します。「ふるさと」とともに持続可能な社会の実現に努めてまいります。

・社会的インパクト創出を意識した融資
・ESG要素を考慮した事業性融資
・地域特性に応じた適切な知見の提供、必要な支援



事例①
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事例①
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事例①
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事例①
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事例①
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事例②ZEB化による企業価値の向上
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SDGs・ESGへの取り組み

■企業概要・背景
• ホテル古湧園 遥（HARUKA)は、道後温泉本館や松山
市内を一望できる高台に建つ老舗旅館。

• 南海トラフ地震に対応するため建替えを検討。パリ協定や
SDGsを受け、温暖化対策への関心が高まる中、耐震への
備えと温室効果ガスの排出削減の両方を目指すことを決意。

• ZEB化を進め、「最古の温泉郷における最新の環境対応型
ホテル」として生まれ変わる。

■主な省エネ設備と省エネ効果

「一次エネルギー消費量」
導入前：18,559GJ/年 ⇒ 導入後：6,944GJ/年

①高断熱化（屋根、外壁） ②高性能窓（Low-E複層ガラス）

③高効率空調機 ④高効率空調換気

⑤高効率換気 ⑥ハイブリッド給湯システム

⑦高効率照明 ⑧高効率トランス

⑨太陽光発電 ⑩BEMSの導入

62％削減

▲県内初のZEBReadyランクの建物として、BELS認証5つ星を取得

（出所：経済産業省資源エネルギー庁 省エネルギー対策課 資料より）



「21世紀金融行動原則」

10

最優良取組事例 特別賞 受賞

～ 中四国で初めて受賞 ～

21世紀金融行動原則とは…
持続可能な社会の形成に向けた金融機関の行動指針として、2011年に環境省の
バックアップのもと策定されたもの。285機関が署名（2020年7月7日時点）。
社会実態に即したテーマのもと、金融機関が果たす役割について協議。

当行のSDGs・ESG推進を通じた企業価値の向上や地域活性化に向けた
取組みが、全国の地域金融機関の模範となる好事例として高く評価される

「SDGs寄付型私募債」などの
環境配慮型商品

「地域ESG融資促進利子補給
事業」を活用したESG融資

地方公共団体との連携を通じたESG・
SDGsの普及促進活動

地域に根差した
農林水産業のファンド支援

SDGs・ESGへの取り組み


